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誼乏と経済学 (89) 39 
の必要が痛感されるようになっていた時でありた。
この時点で，労働問題研究者の眼が一般に社会政策論から労働経済論へ移行
したのは誠仁自然のなりゆ雪であったn
賃労働の経済理論を正面から追求し，賃労働の問題を経済学の分野に定置し
て，資本蓄積諭と賃労働一般の理論に立脚して社会政策論を構成した私にとっ
て，賃労働一般の理論を労働市場論や賃金論や労働組合論に具体化すること，
具体的な労働市場や賃金の変動や労働組合の諸活動や現実的な労使関係のなか
に，しゅ、に賃労働一般の理論が，その実現にあたって幾多の諸事情，諸条件に
よって変容されつつ傾向的近似的に貫徹しているかを明らかにすることが新し
い課題として登場した。この過程で，私は，私より一歩早く，労働経済論の研
究に着手した研究者グループの労働経済論と対立し，対決を迫られ， ここで
「経済学のありかた」についてあらためてまた反省する機会をもった。
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